
 

第６章 フーリエ級数の原理と複素形フーリエ級数 

考えよう フーリエ級数の原理！ 

 

６．１  m、n を整数とするとき 
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６．２ ２πを周期とする関数をフーリエ級数 
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で近似する場合フーリエ係数は６．１を適用すると次のように求められる。 
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anと bnの２種類の係数が必要な理由は、周期関数は周波数ωのほかに、振幅Ａ

と位相φの２個のパラメタが必要だからである。  次を見よ。 

６．３  )sin()cos( tbta ⋅+⋅ ωω  の振幅と位相はなにか？ 
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６．４ ２πを周期する関数のフーリエ級数に 
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がえられ、これを複素形フーリエ級数という。 その係数は 
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６．５ ２L を周期とする関数を 
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で近似する場合フーリエ係数は 
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６．６ ２L を周期とする関数を複素形フーリエ級数 
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で近似する場合、その複素形フーリエ係数は 
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